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 「過去の相場に費やした日柄は今後の相場に強く影響する」これが対等数値の考え方の原点である

わけです。 
 引き続き対等数値のパターンについてご説明します。先週は、前回の１波動と今回の１波動が対等

になったケースと、前回の２波動の合計と今回の２波動の合計が対等になったケースについてご説明

しました。（6 月 18 日号のリポート参照）。 
 では、2261 明治乳業のチャートをご覧下さい。これは前回の１波動と今回の３波動の合計が対等

になったケースです。つまり、昨年 10 月高値 429 円から今年 2 月安値 261 円までの日柄は 16 週、

その 2 月安値から 5 月高値 395 円までの日柄は 17 週。誤差が 1 週ありますが、これは高値から安値

までの 16 週という日柄が影響した為に、今度はその安値から 17 週目がピークになったと考えられ

ます。 
 次は、4911 資生堂のチャートをご覧下さい、これは前回の２波動の合計と今回の１波動が対等に

なったケースです。（誤差 2 週）多少の誤差は出るものの対等数値にはいくつものパターンがあるこ

とがご理解いただけると思います。                次回に続きます 
                  （無料ﾃﾚﾌｫﾝｻｰﾋﾞｽ）やさしいチャート教室 03－3669－5552 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 
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